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新潟縣明星山石茨石調査報告

村　　岡　　　誠＊　種　村　　光　郎＊＊

　　　　　　R6sum6
The　My6」δLime白tone，Niigata　Prefecture

by

MakotoMuτaoka，M量tsuoTaぬemura

　　The　My6161imestone　deposit　is∫ound　on　My6i6・san　situated　in　Ko‡aki－mura，Nishi・

kubiki－gun，，Niigata　Pτefecture．

　　The　Palaeozoic　format1on　in　this　area　cons圭sts　of　Iimestone　and　slate『which　over・

thrust　upon　the　Mesozoic’sandstone　and　shale。

　　The　lower　part　of　the　limestone　is　not　suitable　for　raw　material　of　cement田anu－

facturing　because　it　has　many　thin　layers　of　shale　and　schalstein．

　　But　upper　part　of　the　limestone　may　answer　for　the　purpose　as　it　interposed　no1亀yer

of　ot五er　rocks，and　its　content　of　MgO　is　Iess　than1％o血an　average．・

　　『The　total　probable　reser▽es．of　the　upper　part　amount　to　about12×108tons．

要　　旨
、

　（1）　明星山は新潟県西頸城郡小滝村にあり，調査範

囲は該山を中心とした南北3km，東西2kmの地域で

あつて，明星山・清水山および大岳山を含んでいる。

　（2）地形は急峻であるけれども，区域の中央部のや

工南よりの所を東流する小滝川に滑つて自動車道路が発

蓬しているので，採掘予定地までの交通・蓮搬は概して．

便利であるo、

て3）石友岩層は古生代二畳石炭紀の生成に係わる．も

ので，一部の千枚岩質粘板岩とともに中生代の砂岩・頁

岩層上に衝上断層をもつて押し覆せている。

　石友岩層は上部および下部の2層に区別せられ，上部

層の層厚は150～700m，下部層は計180mの層厚を有
Fするものと推定される。

　（4）石次石は次白色ないし次黒色非晶質で，一般に

　　　　　　　　　　む品質は良好であるが，粘板岩・砂岩あるいは輝緑擬友岩

の薄層に接した部夢はやx苦土分に富む傾向がある。珪

化作用を蒙つた形跡はほとんど認められないが，稀に珪

酸分に富む部分がポケヅト状に存在している。

　（5、採集試料260個中，（a）最も苦土分に富むも．

＊元肝員

恕鉱床部

の，（b）珪酸分に富むもの，（c）石友分に富むものの分

’
析 結果は第1表に示す如くである。た黛しuは上部石友

岩，1は下部石次岩である。

　また各ブロック別の平均品位は第2表に示す如くであ

る・た黛し各ブロヅクの区分は第3図を参照されたい・

第1表

a．u．＊

a．1．甚

b．u，＊＊

b。L練

C．U．＊＊

c．1．畳

CaO

27．29

35．31

29．04

49．95

55．62

55．13

MgO

16．29

17．31

4．44

0．38

0．51

0。49

！Si・2卜

『4．90

1．01

21．320

10．380

0．013

0．18『

lA12・3隔

　　1
　0．40

15．960　3．619

0．190・0．286

0．157　0．064

　0．26

1奪2・

8．58

Ig．正OSS

＊昭和電工株式会社富山工場分析

鯨鋼管鉱業株式会社　　　　分析

25．74

38．74

43．63

　（6）下部石次岩層は石荻岩・粘板岩・輝緑凝友岩等

の互層として発達してい資ので・石次石自体の品質は良

好であるけれども，それぞれの層厚が薄いので大規模な

稼行には適当でない。これに反して上部石友岩層中には

來みがほとんど存在せず，鉱量も、12億tと推定され，か

つ品質も平均して良好であるので，セメソト原石山とし
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’第2表

地質調査所月報（第4巻第12号）　　　　　　、

　　　　　　　　粘板岩の下部に潜入する如き観を呈する（古生層と中生

区分

A
B

C

D
E

試料番号1

1～11
13’）71

73｛・156

229～247

157」》202

203ヴ228

CaO

55．10

5与．06

54．22

54．73

54．21

MgO

0．61

0．48

0．54

0．51

0．43

Si・21A畔e2・3

て大規模な稼行に適している。

0．18

0．24

0。43

0．68

2．16

0．24：，

0．23

0．15

0．40

0．57

（7）　地区別鉱量を示せぽ次の如くである。

明星山地区　一11．28×108t

清水山地区　　　0．＄6×108t

玉．緒　 言

新潟県南部の青海・明星山地区の石茨岩については，’

古くより縄学術的の調査が行われ地質構造上の学術的興

味のあることは漢然とわかつていたのそあるが，その詳

細は明らかにされていなかつた。青海石次岩は立地条件』

に恵まれているため稼行されているので，多少の資料は

存しているが，明星山についてはほとんど報告らしいも

のが存在していないといつても過言でない状態であつ

た。

　したがつてできるだけ早い時期に該地区の精査を行う

必要があつたので，石友石鉱床綜合調査の第1次調査と

して該山の調査を実施したものである。

　調査は昭和27年5月26臼より同年6月27日までに．

亘つて行い測量は大竹重吉技官が担当して1／10，000地

形図を作製し，これより地質を精査し，かつ全地域に亘

り，精密なサンプリソグを行つた。また地質構造を明ら

かにするために1／50，000地形図を使用し，広範囲に亘1

る地質調査をも行った。

　調査区域内には急峻な山嶺・断崖が発蓬している割合

に，石次岩以外の岩石の露出が不良で，かつ走向・、傾斜

を測定し得る所が絶無といりてよい程度である。したが

つて石友岩と中生代層との関係を正確には知ることがで

きなかつたのであるが，岩石の分布状態から判断して，

両者が整合または正常の断層関係にあるとは認められな

い。したがってこれらの関係は不整合または衝上断層の

いずれかになるのであるが，本報告においては次の如き

理由により，両者が衝上断層り関係にあるものと仮定し

た。　　　　　　　　　　　　　・　　　　　，

　（1）熊谷沢と小滝川り合流点附近の中生代の砂岩層

は走向N－S，傾斜40。W程度であつて，小滝川を瀕行し

て石次岩分布範囲に近づいても大体この関係で成層して

おり，恰も石友岩層の下部に存在する古生代の千枚岩質

層との境界面は見られないが，千枚岩質粘板岩が石友岩1

の下部に存在していることは見られる）。

　（2）熊谷沢上流右岸において，下部石次岩が中生代

の砂岩層上に存在する如き形状をもつて山腹に突出して

いるるまた転石の分布状態より判断して，石友岩層の方

が砂岩層より上部に存在するものと想像される・

　（3）清水山地区では，石次岩層中の爽みである輝緑

凝荻岩および粘板岩の下部に明らかに砂岩層が存在して

おり，この砂岩が中生代のものと認められる。

　本調査を実施するに当り，絶大なる御協力を頂いた新

潟県聴牧山鶴彦技師g百武松見技師，石次石鉱業協会芳

賀践内会長・江原栄太郎按師，昭和電工株式会社小滝鉱

業所今井二郎主任，ならびに多数の採集試料の化学分析

を行つて頂し・た昭和電工株式会社および鋼管鉱業株式会

社の分析担当者に対し，深甚の謝意を表するものである。

　　　　　2．位置お・よび交逼
朋星山は新潟県西頸城郡小滝村に在り，大糸北線小滝

駅西微北方直踵3．5kmの地点を占めている（第1図）。

、9　本一＝幅．

。／
糸魚川』

至
新
’浮

黍’避狙糞．1

　　　　　♂　　　　　ノ　　　北　　　、／！■

　　　1．』．＿．線

磁辱熱、
　　　　　　　　H量、同1ノ凶

　　D　　　　　5K：獅

第1圖位置圖

調査区域は，北は明星山より南は清水山に亘る南北3

k加，東西2kmの地域である。区域内の小滝川に沿つて

は（すなわち清水方面）自動車道路が発蓬しているので交

通は概して便利であるが，明星山山頂方面は小滝駅より

登山道路が通じている程度で交通は不便である。その上

同地帯は山岳が急峻であるので，既設トラッ「ク道路まで

鉱石を搬出するために，蓮搬坑道の掘墾あるいはか一ブ

ルの設備等を行う必要がある。
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新潟県明星山石次石調査報告　（村岡誠・種村光郎）’

・3．地　　形

調査地域内には標高1，186．6mの明星山および標高

606．1mの潜水山が聾立していて，これらのほ黛中聞部

を小滝川が東流している。石次岩分布区域は急峻な肚年

期の地形を示しており，特に明星山の地形は極めて急峻

で，山腹および嶺線は総て露岩および絶壁よりなり，小

滝川流域では高さ数100mに蓬する断崖を形成してい

．る。

　したがつて明星山に登頂し得る道筋も，山頂北側より

の登山道路と，山塊め中央部を西側より進むトクヨム坂

のみに限られているo

　　　　　　　4．地　　質

当地の基底をなしているのは古生代の黒色千枚岩類で

あつて，これを不整合に被覆して中生代の砂岩・頁岩，

　　　　　　　 第3表

欝響鋼一
羨舗岩層擁紀
集塊岩質礫岩

灘．＿｝帳
砂岩

細礫ないし粗礫の礫岩および集塊質礫岩が発達してい

る。

　明星山および：大岳山を形成している二畳石友紀の石友

岩層は，一部千枚岩質粘板岩および輝緑凝次岩とともに

中生代の砂岩・頁岩上に東方より衝上断層をもつて押し

覆せており，西部は断層によつて切断されている・

　第三紀層は古生代石次岩および中生代集塊質礫岩・頁

岩・砂岩等いずれの岩層とも断層をもつて接している。

　区域内において見られるただ1つの変成岩である蛇紋

岩は，中生代の砂岩・頁岩層を貫ぬいて脈状を呈して賦

存している。

・4．1古生暦
　4．1．1　千枚岩質粘板岩

　小滝川上流および熊谷沢区域の2ヵ所において観察さ

れる。前者にお妥・ては黒色を呈し，その大部分は小岩塊

に破碑され，走向・傾斜等が測定できない・後者すなわ

ち熊谷沢区域のものは，石友岩とともに衝上断層をもつ

て中生層の上に累重しているものであつて，黒色ないし

褐色の千枚岩質粘板岩・頁岩質粘板岩等より構成されで

いる。成層面の方向は部分により一定していないが，一、

般に走向：N20。W，傾斜400W内外である。

4ボ1．12石次岩層

　石次岩層は熊谷沢では黒色千枚岩質粘板岩と見掛上整

合の関係にあるが，小滝川上流においては断層をもつて

接している。，また同岩層は前記の如く上部石友岩層およ

び下部石友岩層の2層に区別され，下部石友岩層は上部

より黒色粘板岩層・石友岩層（a）・輝緑凝次岩層・石次

岩層（b）および輝緑凝友岩層の5層より構成されてい

る。いずれも見掛上整合関係にあり，全層厚約500m

で，その中石友岩層（a）の層厚約120m，石次岩層（b）

の層厚約60mと推定される。明星山周辺の石次岩は塊

状のものが多く走向・傾斜は全くわからないのである

が，上記の岩層分布状態より判断して小滝川以北ではN

O～10。Eの走向を示し，40・》50QWに傾斜しているもの

と推定される。

　上部石次岩層は，下部石友岩層に属する層厚6～50m

の輝緑凝亥岩を整合的に被覆して発達しているもので，

層厚150～700mに蓬iしている。これは下部石次岩層と

異り品質が極めて良好の石友石のみより成り，ほとんど

他の岩石を挾有していない。

　明星山石灰岩層が同層の下部に部分的に残つている千

枚岩質粘板岩とともに東方より衝上断層によつて・中生

代の主として砂岩・頁岩上に押し覆ぜていることは前述

した通りである。この衝上断層面は小滝川および明星山

山頂間ではSSW傾斜であるが，明星山山頂附近ではほ

黛水平となり，熊谷沢上流ではや』N傾斜になるととも

に，地表近くに現われ，多少波状を呈するために地表に

現われたり，またもぐったりしている。これに反して清

水山方面にお“ては規則正しく，N20～400の傾斜を示

しているものと推定される。この衝上断層面は西部では

サカサ沢とほ．攣平行に走る走向N30・》400W，傾斜9QQ

の断層によつて切られ，北部においてはほ黛NE～SW

の方向に走る断層によつて切断されている。

　小滝川に澹つて発蓬している断層は余り落差は大きい

ものではないが，明星山地区と清水山地区の石友岩の地

質構造に著しい影響を与えている。一

　4．2中生層
　本層は下部より砂岩，砂岩・頁岩互層，頁岩（以上第

2図地質図め砂岩・頁岩層に相当する），礫岩お轟び集塊1

質礫岩註1）の順に成層していて，これらの間には不整合

註1）蝿調幅によ継第三紀灘雇と馳て幅が・本雛鴛
　　第三紀礫岩暦と明らかに岩相が異るので中生雇とし牝。
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懸新期砥石麟
　　　　　　1
藤藝古期石灰石臨

翻段・丘 層

團砂岩継

圏集塊 岩

第2圖

螺野論欝撚旨
　　　　　　　1

　　嚢頁糧・調　　［z蛇紋岩

　　薩上韻鼎岩　囲断罰縮
第三紀

　　霞萎鞭舘羅　　ノ断　　層

　　　　　　　　　　メ／衝上断層

　明星肉附近地、質圖

関係は発見されなかつた。

　本層は小滝川とサカサ沢とゐ合流点附近で古生層の千

枚岩質粘板岩を木整合に被覆しているが，これ以外のと

ころでは衝上断層あるいは断層をもつて古期岩層およぴ
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新潟県明星山石荻石調査報告　（村岡．誠・種村光郎）

第三紀層と接している。

　礫岩層は古生層の岩石の円礫より成り，Lばしば砂岩

に移化すること多く，特にサカサ沢下流においてはこの

傾向が著しい。集塊質礫岩は集塊岩の円礫を主とし，膠

結部は著しく凝灰質で暗緑色を呈する礫岩よりなる。

　調査範囲の東部，すなわち衝上断層をもつて石荻岩と

境する中生層の砂岩・頁岩層の走向はN～S，傾斜400W

内外である。

　4．3第三紀層
　本層は下部より集塊岩および砂岩・礫岩よりなり，他

の岩層とはいずれも断層をもつて接している。砂岩層は

中粒ないし細粒で，礫岩は古生代の岩石ならびに中生層

の砂岩の円礫より成り，礫の大ぎさは径3～5cm程度で

ある。集塊岩は暗緑色を呈し粗粒である。

　4．4第四紀層
　段丘層は主として中生層の砂岩の礫，石友岩の礫なら

びに赫色粘土層より成り，中生層を不整合に被覆してい

るo

　古期石友岩崖錐は小滝川南岸に小規模に発達してお

り，石次岩の拳大ないし人頭大の角礫が多くの空隙を残

している。これらの石友岩礫は炭酸石次により膠蒲され

ており，部分的に赫色の粘土を混じているためセメソト

原石として適当でない。

　新期石友岩崖錐は明星山の東側および西側の石次岩崖

下に発達しているるこれは拳大ないし人頭大の角礫を主

としていて，品質は一艘に良好であるが鉱量が少なく，

セメソト原石として採掘するには不適当である。

　4．5蛇紋岩
　蛇紋岩は古生層および中生層の砂岩層を貫ぬいて脈状

を呈して発蓬している・本岩は石友岩層には直接関係が

ないので，詳細を省略するo

5．鉱ρ床

　セメン』ト用および化学工業用原石として，稼行の対象

になり得るものと思われるのは上部石友岩層である。

　下部石友岩層は厚さ50m内外の輝緑凝次岩および粘

板岩璽爽みにより2分されているの竃それぞれの層厚

が薄く・かつ東部においては衝上断層面が地表に近く存

在していて，下部石次岩層のフケ先を切取つているため

に，石次石賦存の深度が浅く，大なる鉱量を期待するこ

とができない。さらに輝緑凝荻岩および粘板岩附近にお

ける石友石は一般に苦土分に富むことが多く，大規模な

稼行には不適当である。

　上部石次岩層に属する石友石は細粒ないし中粒非晶質

のもので，極めて稀に団塊状またほ不蓮続性の小規模な

層状輝緑凝亥岩を含有しているに過ぎず，品質は概して

良好である。

石友岩層の構造に大きな影響を与えている衝上断層面

は，・東部では大き’な波状の凹凸を示しているが，全般に

みれば小滝川以外では290SSW内外の傾斜を，同川以

南では300N程度の傾斜を示している。すなわち明星山

区域における衝上断層面の高さは，山頂直下で地表下

600m，小滝川流域で地表下約50m，これらの中間地区’

では250m』と推定される。

　明星の山嶺は山頂より小滝川に向うに従つて衝上断層

面と同様の割合で，比高を減じているので，明星山区域

における石次岩の見掛けの厚さは550～600mと大体一

定した数値を示している。

　清水山区域においては，山嶺の傾斜と衝上断層面の傾

斜とが明星山方面ほど一致していないので，石荻石の厚

A
　B
ヤり変断望

　　ロE一・
C

。小滝断β

　　D

第3圖

口上部石灰石
目下部石灰石
圃石灰石外岩石

さも著しい相異があり，見掛上の最大の厚さは120・》150

m程度と推定される。

　石次岩の走向・傾斜は極めて測定し難いが，他の岩層

との関係および熊谷沢上流附近より産出する紡錘虫と同

・一化石が小滝川流域より発見され，その化石の分布状態

等より推定すれば，ノ」、滝川以＝化では走向N20｛ノ400W，

傾斜409W，以南では走向N800W，傾斜300N内外と推

定されるρ

　石次岩の真の層厚ほ画腹に断崖・絶壁が多く，走向と

直角の方向に登墓困難のため測定できなかつたが，明星’

山区域では約700m，清水山区域では約150mと認めら

れる。

6．品　質

熊谷沢上流部を通つてNW－SE方向に走る断層，明星

山山体の中央部をENE～WSWの方向に走るトクヨム
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断層，小滝沢に沼いW－Eに走る小滝断層によつて上

部石次岩を4つのブロックに区別することができるd記

載の便宜上，これ等のブロックをA，B，CおよびDブロ

ー
ッ
クと命名し，また下部石友岩をEと命名する（第3図

参照）。採集試料260個のこれら各ブロック別分析値は

第3表に示す如くである。・

　全試料の分析結果によると，下部石荻岩中には珪酸分

　　　　　　　　第3表

700q　　　8000　　’goo　o

　　　　　　　l

岬／0／　ワ709

t

！000℃

区分試料
　　番号

A

B

C

D

E

＊　1
＊＊　7

＊　11，

＊14
＊＊27

＊＊33

＊42
＊＊56

＊　65

＊75
梼＊86

＊＊92

＊110
＊＊123

＊＊138

＊＊148

＊＊155

＊＊229

＊＊237

＊＊245

＊157．

＊165
＊185
＊194

＊205
＊217

＊227

CaO

55．62

54。78

55。26

55．65

53．53

54．88

55．47

55．55

55．18

55．52

55．37

55．17

54．57

55．61

55．55

55．23

54．92

54．08

55．36

55．41

MgO

0．35

0．39

0．49

0。41

1．98

0．60

0．57

0．32

0．32

0．45

0．49

U．42

0．36

1。76

0．29

，0．37

0．47

1．16

0．45

0．30

　　　
55．50　0．45

55．47　0．39

55．41

55．18

55．10

55．24

54．87

0．60
0．77。

0．31

0．39

0．29

Sio2

0．076

0．83

0，086

A癖e2・3

・…61…36

　0．19
・・3941…86

…29…871・・｝33

0．24　　　　　0。20

0．10　　　　0．15

・…5・二・321…82

0．09　「　　　0．05

α45…35・i・…6

0．054

0．25

0。17

1．185

0．11

0．05

0．25

024
0．48

0．15

0．10

0．028

0。059

0．011

0．072

0。693

0．192

1．187

灼熱
減量

43。78

43．63

”／02765・

、960。

43．61

43．76，

43．56

A4／03　735。

9650

…851…2843・72

1：捨

・・2761．・・366』43・3・

0．11

0．07

0．18

0。54．．

0．13

0．19

0．32

0．098

0．168

0．025

0．074

0．201

0．272

0．513

0．068

0．048

0．077

0．103

43．75

43．78

43・7β

43．72

τ／80

0．163　　43．50

0．139　　43．72

0．280　　43。16

　　　　　＊鋼管鉱業株式会社　分析
　　　　　『＊＊昭和電工株式会社　分析

　に富むものが脈状またはレンズ状を呈し，不規則に発蓬

　しており，上部石荻岩においてはほ黛品位がプ定してい

　る。また苦土分は一般に少なく，上部，下部石友岩とも

　に顕著な相違を示していない。
＼

　　　　　　　7．鉱　量
　稼行に移される場合を予想し，鉱量計算に特に意を用

　い》推定鉱量の算定を行つた。た黛し石友岩の比重を一

第4圖

9650

975。

律に2．7と見倣した○

石次岩の品位を全く考慮レないで，各ブロック別に鉱

量計算を行うと次に示す如くである。た黛し，下部石次

岩は粘板岩・輝緑凝荻岩等と互層状を呈して賦存してい

る上に，北部では衝上断層面が地表に近く存在している

ために，地下深部まで石次岩の存在を認め難く，ま㊧清

水山地区では小滝川地並より下部に潜在しているものと

予想され，経済的に採掘することが困難でセメント原石

として期待し難く，鉱量計算より除外した。

A，Bブロック

C　　ブロヅク

D　　ブ冒ヅク

計

5．34×103t

5．94×108t

O．86×108t

12．ユ4×108t

8．示差熱分析

筆者は，従来より石友石より苦友石に至る一蓮の試料

の示差熱分析を行う、べく準備を進めていたので・この研
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究の第1歩として，明星山石友石3個（M101，102，103）

および伊吹山産石荻石1個（1180）の示差熱分析を行つ

たQ

　試験結果は第4図に示す如くであつて，M101，M102

およびM103が2っのpeak』を示すのは，これらが石

友石と苦次石との混合物であることを示し，1180が1

つのpeakしか示さないのは，ほとんど純粋にi近いCa

CO3であることを示すものと推定される。

　　　　　　　　　　第4表

　示差熱分析曲線のpeakの現われる温度とMgOの量

とを比較してみると，M：90が増加するほど低温のpeak

は高温の方に，高温のpeakは低温の方に移行している

ことに気がつく。かかる現象を生ずる原因については，

多少検討しているが未だ実験結果が少ないので・本報告

には単に興味ある事実として記載するにとどめておく。

M101＊

M102＊

M103＊
1180＊＊

Ca・IMg・ISi・2

54．60

50．60

54．70

55．34

0．65

0．64

0．04

tr．

0．32

0．48

0．32

0．64

／A12・3

0．70

Fe203

0．04

R2・1・g1・ss

0．44

1。20

0．27

＊地質調査所種村光郎　　　　分析

＊＊大阪窯業セメント株式会社　分析

42．87

40．65

43。37．

43．20

　この熱分析曲線からの推定は第4表に示す。これは各

試料の化学分析結果および顕微鏡試験結果とよく一致し

ているし，さらにMgOの含有量と低温のpeakの大き

さとが正比例している事実は，上記の考察が正しいこと

を裏づげるものと思われる。

9．結　　論

　明星山・清水山および大岳山を構成しているy・わゆる

明星山地区石次石は，衝上断層によつて中生層の上に押

し覆さρているが，規模が非常に大きくかつ品質が一様

に良好であるので，セメント原石として好適なものと認

められる。

　調査区域の東部に露出している下部石次岩層は，地下

深部まで連続しない上に，來岩を含んでいるので大規模

な稼行には適していないが，上部石次岩層は爽岩もほと

んぎなく，グローリホール採掘法の適用が可能である。

’た黛し石次石の価格は非常に低廉であるため，鉱石を蓮

隔の地に輸邊するのは極めて不利であるから，至近の地

に石友石を使用する工場を建設することが望ましい。

　　　　　　　　　　　　　（昭和27年5～6月調査）
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